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と考えられるが，心疾患の重症度の指標としてはさらに

検討が必要と思われる．

20．運動負荷心プールシンチグラフィによる不全心の心

　　機能評価
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　目的運動負荷心プール・シンチグラフィによる血行

動態指標および左室動態指標の有用性を検討した．

　対象　NYHAクラス1～IIの軽症心不全25例をMF

群，NYHAクラスIIIの重症心不全14例をSF群，対

照15例をC群とした．

　方法　仰臥位の多段階運動負荷を行い，負荷前，最大

負荷時に血圧，心拍数，肺動脈圧，心係数，左室駆出分

画（LVEF）および左室拡張末期容積係数（LVEDVI）を

測定した．

　結果運動負荷持続時間はMF群とSF群の間に差

はなかった．運動負荷前，また最大負荷時の平均血圧，心

拍数，平均肺動脈圧，心係数および1回拍出係数はC群

とMF群の間に差はなかったが，　LVEFおよびLVEDVI

は心不全症状に応じた異常を示した．運動負荷による

LVEF増加度は軽症例にても異常を示した．

　結語　運動持続時間および血行動態指標は心不全の病

態評価には不充分であった．運動負荷心プール法による

心機能指標は心不全の重症度に応じた異常を示し，病態

評価に有用であった．

21．核医学領域の動画像

赤木　直樹

檜垣　　勉　　福本　光孝

西本　　均　　吉田　祥二

（高知医大・放部）

吉村　尚子

前田　知穂

　　　　（同・放）

　近年のPACSの普及はCRT診断を可能とし，　CRT

の特性を生かす方法として，SPECTを施行する際の多

方向撮影像（投影データ）を連続的にCRTに表示させ

動画として観察し，Planar　imageとの比較を，基礎的，

臨床的に検討した．

　多方向撮影像を動画として観察する場合，収集角度の

違いによって検出能は変らなかった．本法は三次元再構
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成よりも処理方法が簡単であるにも拘らず，立体視する

ことにより三次元的把握が可能であった．多方向撮影像

の動画表示により，Planar像に較べ，より正確な部位診

断が可能であった．

22．ラットにおけるシスプラチン腎障害時の99mTc・

　　DMSA摂取率とクレアチニンクリアランスの比較
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　シスプラチンによる腎障害に対して99mTc・DMSA摂

取率とクレアチニンクリアランス（Ccr）を比較し，

99mTc－DMSA腎シンチグラフィを用いた総腎機能検査

法について検討した．

　8週齢のWistar系ラット24匹を用い，1．8　mg／kgの

シスプラチンを1日1回腹腔内投与し，4，6，8，10日目

に99mTc－DMSA摂取率とCcrを測定した．コントロー

ルとして8週齢のラット8匹にて同様の測定を行なった．

　Ccrは早期に低下するのに対し99mTc－DMSA摂取率

はやや遅れて徐々に低下した．99mTc・DMSA摂取率と

Ccrには解離がみられ，99mTc・DMSA摂取率はCcrと

異なった腎機能を表わしていると考えられた．

23．レノグラムと腎ダイナミックCTの比較検肘
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　今回われわれは腎ダイナミックCTを施行して得られ

た種々のパラメータと，レノグラムの各種パターンとの

比較検討を26腎について行い有用性が認められたので

報告した．

　レノグラムの正常型と各異常型との比較においては，

種々のパラメータにおいて，それぞれ有意差が認められ

た．特にMC　ratio（腎髄質の時間濃度曲線下面積の変化

量分を皮質のそれで除した値）では，遅延型で閉塞型に

Presented by Medical*Online


	0907



